












要約:小児期の歯科疾患の多くは食事の「食べ方」や食物の「物性」との関連が深く、ま

た、摂食機能の発達との関わりが指摘されている。本研究は食物を咀嚼期活動に関わる物

性面から評価する方法について検討している。また、近年小児期に増加している歯周疾患

について実態調査すると同時に、その発生要因について多変量解析の手法によって検討し

ている。


